
　　　　

2025 年 3 月 15 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
必要とされる会社・なくてはならない会社
地域で安心し暮らせる社会

事業所名 konoki万野原新田 作成日支援プログラム（参考様式）

・集団活動や個人ワークを通して感覚を刺激し、興味関心の幅を広げられるよう支援します
・仲間との関係づくりや役割を持つことで、適切な行動を理解し自主的な行動に繋がるよう支援します
・買い物体験を取り入れることで、金銭管理の概念を身に付け社会生活に繋がるよう支援します

・利用者の特性に応じたコミュニケーションツールを用いて、自己表現ができるよう支援します
・相手に応じて適切なやり取りができるよう、言語理解を促します

・集団活動を通してルールを守ることや、互いに助け合う気持ちを身に付けます
・公共交通機関の利用や、外出活動を通して社会でのマナーやルールを理解できるよう支援します
・集団活動において他者を思いやる気持ちや自己表現の方法を身に付けます

支援方針

集団活動において様々な経験や体験から、楽しみながら社会性や協調性を育みます
社会に出たときに必要な知識を学び、一人でできることを増やし、個々の成長を目指します

営業時間 送迎実施の有無平日14：00～17：30   休校日10:00～16:30

主な行事等

・保護者イベント年4回以上開催（事業所内イベント、en祭、運動会等）　　・就労継続支援事業所の見学、体験会
・避難訓練、引き渡し訓練
・森活動、サッカー大会

（別添資料１）

家族支援

・日々の対応時や面談において、お子様の様子や課題を伝え、必要な情報を職
員間で共有をしています
・就労体験の場を提供しながらご家庭との連携を図っています

移行支援

・関係機関との連携を図り情報共有を行っている
・法人内の就労事業所と連携を図り、就労体験の場を提供している

地域支援・地域連携

・地域との交流を行い、地域に根差した事業所を目指しています
・年に１度大型イベントを開催し地域の方との交流を図っています 職員の質の向上

・研修のアウトプットを通して支援力向上に繋げている
・強度行動障害支援者養成研修や権利擁護研修への参加

支　援　内　容

・毎日来所時に検温を行い、体調管理を行います
・入室後に連絡帳等の提出や、持ち物の管理、着替えなど習慣化を目指しています
・一日の流れをホワイトボードに記載し、視覚支援を用いて見通しを持って過ごせるよう支援します

・製作、料理、外出、運動、音楽、森活動などの活動を取り入れ全身運動や、微細運動を行いながら、集団での活動から仲間と過ごす楽しさを感じられるよう支援しています
・PT（作業療法）の支援を取り入れ、手先の巧緻性や細かな動作の向上を図ります
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